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WB 1:2000-1:10000,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-1:200

Calculated MW:44kD,42kD;Observed MW:44kD,42kD

MAPK1/MAPK3
MAPK3;ERK1;PRKM3;Mitogen-activated 3;MAP  kinase 3;MAPK
3,ERT2;Extracellular signal-regulated kinase 1;ERK-1;Insulin-stimulated MAP2 kinase;MAP

protein  kinase

kinase isoform p44;p44-MAPK;Microtubule-associated protein 2 kinase;p
5594;5595

P27361;P28482
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、核。この遺伝子によってコードされるタンパク質はMAPキナーゼファミリーのメンバーである。MAPキナーゼは細胞外シグナル制御キナーゼ（ERK）としても知られ、様々な細胞外シグナルに応答して、増殖、分化、細胞周期の進行など、様々な細胞プロセスを制御するシグナル伝達カスケードにおいて機能する。このキナーゼは上流のキナーゼによって活性化され、核に移行して核内の標的タンパク質をリン酸化する。異なるタンパク質アイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
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	Hela-2細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをErk 1/2（リン酸化Thr202/Tyr204）ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

